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  〇理解…言語情報(音韻、語彙、統語など)を分析し、文章や発話の意味を把握する段階。 
  〇認識…理解した文章や発話の種類を「それはアイロニーだ、イディオムだ、誇張だ、字義的
だ」など、意識的に同定する段階。 
  〇解釈…文章ないしは話し手が何を伝えようとしているのかを解釈する段階。 



















Soiled wisps of cotton(薄汚れた綿の束)という文の一部分について考えてみよう。この断片が、
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   二つ目のシナリオとして、デイヴィットとメアリーが、elephantが「無関心」(irrelevant)を表
わすという、マルクス兄弟の語呂合わせギャグを共有しているとしよう。この共有された知識


























































  ①主張に新たな意味を加える 















































































ている。また、山梨(2015)はマザー・グースの「The little dog laughed to see such sport.」という一文を例に挙げ、
「(人間以外の動物は笑わないという前提に立つならば)擬人的な表現と見なすことができる」(p.172)と述べて
いる。 

























































対象は、平成 28年 5月 6日～13日、長崎県立諫早高等学校附属中学校 1年 3組 40名を対象とした





第 2時：「クジラの飲み水」の本論における仮説検証型の展開を把握する。  
第 3時：7 段落の「クジラも海水を飲んで喉の渇きをいやすことはできない」という意見に納得できるかどうかを話し合う。 
第 4時：18段落の主張に納得できるかどうかを話し合う。 








いやすことはできない」と言えるのかを吟味させた。第 4時では、18段落の主張を 14から 17段落
の根拠に着目して吟味させた。第 5時では、第一・第二の仮説の説明部分の必要性を評価させた。 
 このうち、主張の修辞的表現を扱ったのは第 4時である。本時の展開は表 3の通りである。 
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